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誤差の発生原因…①測定誤差　→　データを測定する際に生じるもの

　　　　　　　　②計算誤差　→　データを計算する際に生じるもの(丸め誤差、打切り誤差、情報落ち、桁落ち)
　　　　　　　　③統計誤差　→　標本調査によるもの

測定誤差…①系統誤差(バイアスBIAS)、②偶然誤差　の2種類ある。

系統誤差…いつも同じように起こるような規則的に生じる誤差。誤差の出る条件を正しく把握していれば、誤差の量は一意に決まるので補正可能。
　　　　　例…器械的誤差：機器の特性、目盛りのずれ(始めが0になっていない)

　　　　　　　物理的誤差：温度、湿度、測定時の条件等によるもの

　　　　　　　個人的誤差：測定者の個人的なくせによるもの
理論的誤差：理論の間違い、近似、省略によるもの
　　　　　　　地震に関して：地震波が通過する部分の構造と採用した地球モデルのずれによる誤差

　　　　　　　　　　　　　　地震の震源分布の偏り
　　　　　　　　　　　　　　キネマティックGPSによる測定値

　　　　　　　　　　　　　　解析ソフトウェアによるもの
　　　　　　　　　　　　　　地球潮汐

　　　　　　　　　　　　　　重力異常値

　　　　　　　　　　　　　　走時の進み、遅れ
偶然誤差…予測不可能で突発的に起こるようなランダムに生じる誤差。取り除くことはできないが、観測の繰り返し等で誤差を少なくすることが可能。（偶然誤差は正負の方向に同じ程度の確からしさで働くと考えられるので, 同様の測定を何回もくり返しておこなって結果の平均を取れば, 誤差の影響は互いに打ち消しあって小さくなると考えられるからである。）
　　　　　例…過失誤差：観測者の観測能力が低いとか、不注意とかあるいは観測中に予期しないような外部からの強い影響が生じた場合に起こるもの

必然的偶発誤差：環境や測定器の微細な変化、肉眼で１ｍｍ目の尺度を使って長さを読むときに０・１ｍｍもしくはそのひとつ下の桁で生じる誤差
参考文献　誤差論の基礎　テ・ア・アゲキャン著　総合図書
　　　　　誤差論　　　　一瀬正巳著　培風館

